
2012年「UN Women日本国内委員会東京委員会」総会開催
　２０１２年２月１５日（水）午後１時より津田塾大学同窓会会議室において出席者４１名、有効委任状

１３０通、総会成立有効数１７１名を以って開催された。規約に基づき、阿部幸子会長が総会議長に

就き、書記２名、署名人２名が選出された。総務より２０１１年度事業報告および会計による２０１１年

度決算報告、監事より監査報告があり、出席者全員の承認を得た。続いて阿部幸子会長から「UN 

Women東京」組織の変更に伴う規約改正案、役員推薦委員会規程改正案の説明があり出席者全員

により可決、承認された。引き続き総務、会計から２０１２年度事業計画案、予算案が提示され出席者

の承認を得て総会議事はすべて終了した。議事終了後、役員推薦委員長から役員推薦委員会報告

および新役員11名の推薦があり承認された。  

　休憩後、第２部総会記念講演ではUN Women日本国内委員会理事長・有馬真喜子氏が「UN Women

の活動と今後の課題」をテーマに現状と方向性について講演した。（２面参照）

22 00 11 11年年度度拠拠出出金金額額

UUNN  WWoommeenn東東京京　　　　　　 99 88 22 ,, 99 11 11円円

● U N  W o m e n 日 本 国 内 委 員 会 拠 出 金  
　　　　　　　　　　 　6 , 5 8 4 , 4 7 2円  
● 東 日 本 大 震 災 支 援 寄 付 金  
　　　　　　　　　　　 1 , 5 2 6 , 3 4 4円  
支援先  
　1.みやぎジョネット  
　　　　　　　　　1,325,504円(送料込）  
　2. U N  W o m e nさくら  
　　　　　　　　　　200,840円(送料込）  

  （含東日本大震災支援寄付金1 0 0 , 0 0 0円）

「 U N  W o m e n 日 本 国 内 委 員 会 」 の 定 款 改 正 に
より、日本国内委員会の業務執行を理事会（理
事 １ ６ 名 ） が 行 う こ と に な り 、 従 来 の 地 域 等 委 員
会は本年度から定款第１３条が定める組織「UN
 W o m e n 構 成 委 員 会 」 と し て 、 日 本 国 内 委 員 会
を サ ポ ー ト す る す る こ と に な り ま し た 。

★ 組 織 名 称 変 更 の お 知 ら せ ★

2 0 1 1年度決算報告

（2 0 1 1 . 1 . 1～ 2 0 1 1 . 1 2 . 3 1）

１ ． 収 入 の 部  
　 　 会 費 収 入  
　 　 事 業 収 入  
　 　 　 　 　 広 報 ・ 啓 発 活 動 　  
　 　 　 　 　 コ ン サ ー ト  
　 　 　 　 　 グ ッ ズ 　  
　 　 寄 付 金 収 入  
　 　 　 　 　 寄 付 　  
　 　 　 　 　 活 動 寄 付  
　 　 募 金 収 入 　  
　 　 利 息 　 　  
　 　 雑 収 入 　  
　 　 前 期 繰 越 金 　  
  
  
  
  
２ ． 支 出 の 部  
　 　 事 業 費 　 　 　  
　 　 管 理 費 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 事 務 所 費 　 　  
　 　 　 　 　 事 務 費 　 　  
　 　 U N  W o m e n  拠 出 金 　  
　 　 次 期 繰 越 金 　 　 　 　 　 　 　  
　 　

　 　 収 入 合 計 　 　 　 　 　 　 　 　  6 , 9 6 7 , 7 3 1

　 支 出 合 計 　 　 　 　 　 　 　 　  6 , 9 6 7 , 7 3 1

8 6 0 , 0 0 0  
2 , 3 8 9 , 5 6 2  

1 3 , 5 0 0  
1 , 7 6 4 , 0 0 0  
　 6 1 2 , 0 6 2  

6 9 8 , 7 4 0  
1 8 8 , 0 0 0  

 5 1 0 , 7 4 0  
3 , 6 2 0  

6 4 3  
　 5 9 , 9 8 0  

2 , 9 5 5 , 1 8 6  
  
  
  
  
  

1 , 4 3 7 , 8 6 9  
1 , 5 4 1 , 9 5 7  

 1 , 0 8 8 , 3 9 9  
4 5 3 , 5 5 8  
9 8 2 , 9 1 1  

　 2 , 9 5 7 , 5 4 4  
　 　

タンゴ　情熱の調べ

♪ ♪ 初 夏 の 　 U N  W o m e n 東 京 　 第 １ ９ 回 チ ャ リ テ ィ コ ン サ ー ト

松本侑壬子              　　　　　　　　　の　　
      　　　TALK & CINEMA         
　　映画で学ぶ開発途上国の女性たち

U N  W o m e n東京・映画シリーズ 

日 時 ： ２ ０ １ ２ 年 ４ 月 １ ９ 日 ( 木 ) 　 1 3 ： 3 0 ～ 1 6 ： 0 0  
場所：津田塾大学同窓会会議室（ J R  千駄ヶ谷駅、地下鉄大江戸線国立競技場前）  

参 加 費 ： ５ ０ ０ 円  

「オフサイド・ガールズ」イラン映画

200 6－ジャファル・パナヒ監督

どうして女はサッカー場に入れないの！

☆ 参 加 ご 希 望 の 方 は 、 当 日 直 接 、 会 場 に お い で く だ さ い 。

（映画評論家/ジャーナリスト）

新 規 会 員 ：

☆ ご 入 会 ・ ご 寄 付 い た だ き 有 難 う ご ざ い ま す 。

（ 2 0 1 2 年 １ 月 1 日 ～ 2 月 2 0 日 日 ま で ） 　 　

編 集 後 記

新  

  

  

  

  

　 　  

新 新 役 員 の 　 　 　

新 役 員 の も と で の 活 動 が 始 ま り 、 今 年 度 第 １ 回 の ニ
ュ ー ズ レ タ ー を お 届 け し ま す 。 総 会 で は 、 今 年 度 の
事 業 計 画 が 認 め ら れ 、 コ ン サ ー ト ・ 勉 強 会 ほか 興 味
深い企画が決定しました。２回のチャリティコンサー
ト や 講 演 会 「 映 画 で 学 ぶ 開 発 途 上 国 の 女 性 た ち 」
は 、 ど ん な 催 し に な る の か 、 今 か ら 楽 し み で す 。 新
体 制 に よ る 運 営 が ｢ 新 し い 酒 は 新 し い 革 袋 に 」 と な
る よ う 皆 様 の ご 協 力 を お 願 い し ま す 。 （ M )

のおしらせ！！

Miyuki Tango Trio

吉 田 敏 子 　 東  京 子 　 中 山 道 子 　  

手 島 恵 子 　 高 瀬 希 実 子 　 波 多 野 礼 子 　  

加 藤 清 子 　 　

会 員 の 皆 様 へ お 願 い
＊新年度は1月からスタートしていますので  
　  年会費のお振込みをお願いいたします。  
  
  
  
＊納入済みの方には　　　　　をニューズレ
　  タ ー 発 送 時 に 同 封 致 し ま す 。  
＊ 寄 付 者 、 活 動 寄 付 者 へ の 御 礼 は ニ ュ ー
　  ズレターに氏名掲載を以って代えさせて
　  い た だ き ま す 。  
＊ ご 寄 付 は 随 時 、 受 付 け て お り ま す 。  

年 会 費 （ 1 月 ～ 1 2 月 ）  
　 　 個 人 ： 3 , 0 0 0 円 　 　 団 体 ： 5 , 0 0 0 円

会 員 証

寄 付 者 ：  

活動寄付者：

2 0 1 2 . 7 . 1 （ 日 ） 1 8 ： 3 0  
  
　 　 会 場 ： ム ジ カ ー ザ

全 席 自 由 席 ： 3 , 5 0 0 円
　チケット申し込み受付：4月1日より  
　お申し込み先：TEL&FAX  03-5809-8587  
  E-mai l :unwomentokyo@unwomentokyo.org   

（小田急線・千代田線　代々木上原下車4分）

　　開場　18：00

（敬称略）

その1；

☆ 次 回 ： そ の 2 は 　 6 月 1 4 日 ( 木 ） で す 。 お 楽 し み に ・ ・ ・ ！

清 友 会

加 藤 聖 子 　 阿 部 幸 子 　 鷲 見 八 重 子  

松 比 良 節 子 　 牧 島 悠 美 子 　 上 原 淳 子  

福 田 文 子 　 松 山 正 恵 　 有 馬 真 喜 子  

加 藤 恭 子 　 鈴 木 賀 子 　 五 十 嵐 康 子  

矢 島 恭 子 　 飯 尾 美 甫 　 匿 名 ： 2 名

　　　　　　　　

News Letter 
 

 

Vol.4UN Women 東京
2012.4.5UN Women（国連女性機関） 日本国内委員会東京委員会

 〒135-0033　東京都江東区深川2－6－10
　　　　　　　　  上原ビル　1F

　　　　　　　　　Tel/Fax  03－5809－8587
http://unwomentokyo.org
E-mail:unwomentokyo@unwomentokyo.org

発行人:　東京委員会会長　鷲見 八重子

発行日:  2012年 4月5日

UN Women 日本国内委員会東京委員会
Vol.4UN Women 東京 News Letter 

14



 開発途上国の支援だけでよいのか、日本を含め
すべての国を対象とする戦略目標のうち、どこ
に力点を置くかが私たちの課題となる。それぞ
れの団体の目的に合致する課題は何か、何をす
べきかを今、皆が考えている。５月の年次会合
ではこの問題を話し合うことになるだろう。  
　その最大のテーマは経済的エンパワーメント
である。雇用問題が深刻になり、女性の非正規
雇用が５０％を超えている現状をいかにすべき
か。次に紛争解決・平和構築への女性の参画に
ついては、多くの国で採択されているが、現在
課題になっている紛争・災害からの復興につい
ては、まだまとまってはいない。  
  
  
　日本政府は、戦略計画への全面的支持を表明
し、今年の具体的課題を①農村女性のエンパワー
メント②女性への暴力の根絶③平和・復興への
女性の力拡大④ジェンダー予算の４つに絞るこ
とにしている。これらはすべて、開発途上国の
女性に関わるテーマである。ということは、今
までの活動と大きくは変わっていないわけであ
る。私たちは従来の活動を続けつつ、新しい課
題を考え、選択していくというのが結論になる。  

  ２ ０ １ １ 年 ６ 月 の 執 行 理 事 会 年 次 会 合 で は 次 の
４ 項 目 が 議 題 と な っ た 。 ① バ チ ェ レ 事 務 局 長 の ス
テ ー ト メ ン ト 、 ② 各 国 ス テ ー ト メ ン ト 、 ③ ２ ０ １ １ ～ ２
０ １ ３ 年 戦 略 計 画 、 ④ 現 状 報 告 。  
 こ の う ち 、 ③ の 戦 略 計 画 が 中 心 テ ー マ な の で 、
主 と し て こ れ か ら の 戦 略 に つ い て 解 説 し た い 。  
  
  
 戦 略 の 目 標 は 、 優 先 活 動 分 野 と 目 標 の 決 定 、  
結 果 重 視 ア プ ロ ー チ の 採 用 、 現 地 レ ベ ル の 支 援
体 制 の 強 化 で あ る 。 最 重 要 の 優 先 分 野 に 絞 っ て
解 説 す る と 　 １ ) 女 性 の 参 画 の 拡 大 、 ２ ) 女 性 の 経
済 的 エ ン パ ワ ー メン ト 、 ３ ) 女 性 に 対 す る 暴 力 の 撤
廃 、 ４ ) 平 和 ・ 安 全 ・ 人 道 対 応 に お け る 女 性 の リ ー
ダ ー シ ッ プ 、 5 ) グ ロ ー バ ル な 規 範 ・ 政 策 ・ 基 準 の
構 築 、 が 具 体 的 な 課 題 と し て 挙 げ ら れ る 。  
  こ の 目 標 設 定 に つ い て は 、 従 来 の ユ ニ フ ェ ム の
活 動 か ら す る と 、 多 少 範 囲 が 広 く な り 、 焦 点 が 拡
散 し て き た 印 象 が あ り 、 ユ ニ フ ェ ム と は 異 な る も の
と い う 声 も あ る 。 ユ ニ フ ェ ム は 開 発 途 上 国 の 女 性
支 援 を 主 任 務 と し て タ ー ゲ ッ ト が 絞 ら れ て い た 。
今回のU N  W o m e n への組織改革によってすべて
の 女 性 支 援 を 目 指 す こ と に な り 、 組 織 活 動 と し て
は 目 標 を 絞 り に く く な っ た と も い え る 。  
　 こ う し た 戦 略 計 画 の も と で は 、 こ れ ま で の 伝 統  
を ど う 受 け 継 ぎ 、 同 時 に ど う 目 標 を 絞 る か が 大 き
な 問 題 に な っ て く る 。 　  

U N  W o m e n  1 年 目 を 終 え る に あ た り ２ 月 ２ 日 　 ニ ュ ー ヨ ー ク 発

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  U N  W o m e n の ミ チ ェ ル ・ バ チ ェ レ 事 務 局 長 は 、 政 治
　 　 　 　 　 　 　 　 的 ・ 経 済 的 混 乱 が 女 性 の 権 利 に つ い て の 前 進 を 脅 か し て い る ・ ・ ・ と 自 身 の 率 い る 組
　 　 　 　 　 　 　 　 織 の 活 動 課 題 を 語 り ま し た 。  
　 　 　 　 　 　 　 　 「 ２ ０ １ ２ 年 の 私 の 最 優 先 事 項 は 、 女 性 の 経 済 的 エ ン パ ワ ー メ ン ト と 政 治 的 参 画 の た め
　 　 　 　 　 　 　 　 に 、 新 た な 推 進 を 図 る こ と で す 。 こ れ こ そ が 女 性 た ち の 要 求 と 、 最 近 の 出 来 事 、 そ し
て 政 治 的 ・ 社 会 的 ・ 経 済 的 領 域 で 起 き て き て い る 変 化 に 対 応 す る こ と で す 。 さ ら に 「 公 正 さ を 求 め る
要 求 が 高 ま り 、 多 く の 国 々 で の 近 づ く 選 挙 、 政 治 的 な 変 動 が あ る 中 、 私 た ち は 、 す べ て の 人 間 が 備
え る 資 格 を 与 え ら れ て い る 尊 厳 と 権 利 を 追 求 す る 女 性 の た め に 、 よ り 広 い 門 戸 を 開 く こ と が で き る は
ず で す 」 と 付 言 。  
　 ま た 事 務 局 長 は 国 連 総 会 期 間 中 、 女 性 の 指 導 者 を 集 め て 政 治 へ の よ り 多 く の 女 性 の 参 画 を 求 め 、
１ ２ 月 の 安 保 理 で 女 性 の 政 治 参 画 を 増 大 さ せ る た め に 、 各 国 の 具 体 的 措 置 を 講 ず る よ う 求 め る 新
た な 決 議 が 採 択 さ れ た こ と な ど に ス ポ ッ ト を 当 て て 述 べ た ほ か 、 グ ロ ー バ ル な 女 性 運 動 で よ う や く 勝
ち 取 れ た 利 得 を 、 政 治 的 変 化 や 予 算 削 減 に よ っ て 逆 戻 り さ せ な い こ と が 緊 要 で あ る と の メ ッ セ ー ジ
を 送 り 、 道 徳 的 な 特 権 で あ る と 同 時 に 実 際 に 必 要 な こ と と し て ジ ェ ン ダ ー 平 等 を 守 り 、 推 進 す る こ と
の 必 要 性 を 強 調 し て 次 の よ う に 述 べ ま し た 。  
「 私 た ち は 、 も は や 人 口 の 半 分 の あ ら ゆ る 潜 在 能 力 を 否 定 し て は い ら れ ま せ ん 。 世 界 は 女 性 の 才 能
と 知 恵 を う ま く 利 用 す る こ と が 必 要 な の で す 。 問 題 が 食 糧 の 安 全 保 障 で あ れ 、 経 済 の 復 興 で あ れ 、
健 康 で あ れ 、 あ る い は 平 和 と 安 全 保 障 で あ れ 、 女 性 の 参 画 は か つ て な い ほ ど 必 要 と さ れ て い る の
で す 」 と 。

( U N  W o m e n  日 本 国 内 委 員 会 理 事 ： 平 野 和 子 訳 　 抜 粋 ）

有馬真喜子氏 （UN Women日本国内委員会理事長）

Ⅰ . ２ ０ １ １ ～ ２ ０ １ ３ 戦 略 計 画

Ⅱ .私たちの課題をどう考えるか

記 者 会 見 に お け る メ ッ セ ー ジ

記念講演　「UN Womenの活動と今後の課題」

UN Womenが発足してから１年が経過した。UN Womenが今
後かかえる問題点は何か、優先課題は何かについて、長年ユニ
フェム日本国内委員会理事長や国連女性会議日本代表顧問な
どを務め、国連に深く関わってこられた有馬氏から解説していた
だいた。

会長　鷲見八重子　・・・　このたびUN Women 東京の会長に就任し、身が引き締まる思いで春を迎えました。  
　（写真前列中央）　　　 　昨秋には事務所を門前仲町に移転し、今年度からUN Women 東京は日本国内委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　正会員団体となりました。国連本部も組織が変わり、ミチェル・バチェレ事務局長が精力　
　　　　　　　　　　　　　　　　的に発信をされています。私たち新しい役員１１名は、開発途上国の女性支援を目標に、
　　　　　　　　　　　　　　　　力をあわせて事業を実施してまいります。会員のみなさま、ご支援とご協力をどうぞよろし
　　　　　　　　　　　　　　　  くお願いいたします。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
副会長　加藤聖子　・・・ 副会長という大役をいただいた2年間、今期も会員増強に力を入れ、広い視野で和を以つ
　　　　　　　　　　　　　　　て楽しく奉仕してまいりたいと思います。  
　  
副会長　鈴木賀子　・・・　「UNWomen」の方向性に沿った活動を探りながら新たな感覚を磨き、活動してまいります。  
　  
書記　　 天野尚子　・・・ 微力ながら、今期もまた役員の一員として皆様とご一緒に活動させていただけることを幸　
　　　　　　　　　　　　　　　せに思っております。  
　  
会計　　 上原淳子　・・・ 引き続き会計を担当させて頂くことになりました。皆様のご支援を期待いたしております。  
　　　　　   
　　　　　 野沢里栄　・・・ 諸先輩方のご指導のもと「分かりやすい会計」を心がけてまいります。  
　  
会員　　 小倉礼子　・・・ 何もわからないまま、ボランティア精神のみで役員を引き受けましたが、役員会に出て、私
　　　　　　　　　　　　　　　でもやっていけそうと思いました。会員の皆様も是非、参加してみてください。  
広報・啓発　　  
　　　　　 福田文子　・・・ わが身の啓発にもつとめ、皆様に適切な情報をお届けできるよう、仕事をさせて頂きます。  
　  
　　　　　町田民世子 ・・ まだ西も東もわからないので、先輩方に教えていただいて、と思っています。  
  
事業　　太田恵子　・・・　事業部の仕事を通して多くの皆様にUN Womenの活動を広めていくよう、努力していきた
　　　　　　　　　　　　　　　 いと思っております。ご協力をよろしくお願いいたします。　　　　　　   
　　　　　  
　　　　　矢鋪眞澄 ・・・　皆様から刺激を頂き、途上国の女性と共に学習させていただければと思っています。

舞台芸術に心意気をぶつける　川本伸子の　「ひとり歌芝居」
第18回　チャリティコンサート第18回　チャリティコンサート

江東区深川に事務所を移して間もない11月29日午後6時30分より、事務所近く
の深川江戸資料館ホールで、ソプラノ歌手川本伸子さんの「ひとり歌芝居」が上
演された。年末を迎える気ぜわさしさの中、駆けつけた皆さんは、美しいソプラノ

の歌声とピアノとフルートの共演に、小道具を駆使したみごとな舞台と
日本古来の｢民話の世界」に誘われた。  

 

 

 
 

 

　　　　　　　　　　  

UN Women東京　2012年・2013年度の新役員をご紹介します。

総会後の新役員　11名

川本さんは、90年代には毎年ロシア歌曲を専門にリサイタルをされて
いたが、コンコーネ50番に歌詞を付け、台詞を加えて室内ミュージカ
ルを完成させた。
ここ数年、「ひとり歌芝居」を上演されているが、今回の舞台も長い間、
舞台芸術を追求しつつ培われたキャラクターと才能を遺憾なく発揮さ
れた。
友人たちは皆、川本さんの次の挑戦が楽しみと語る。　   
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